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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．第2四半期累計決算概要及び
2010年3月期計画
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Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）自己資本比率も高く、財務状況的に問題はない
（注２）予想値は、２００９年４月２３日に公表した２０１０年３月期第２四半期累計業績予想数値である。

（注３）一株あたり純資産額 ：期末純資産／期末発行済株式数
（注４）一株あたり当期純利益 ： 期純利益／期中平均株式数

2008年第2
四半期累計

2009年第2四半期累計項 目

売上高（千円）

経常利益（千円）

特別損失（千円）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

一株あたり純資産額（円）（注３）

一株あたり当期純利益（円）（注４）

経常利益率（％）

自己資本比率（％） （注１）

（予想値）（注２） （実推）
対前年度比

比

６４％

－

－

－

－

－

－

－

３２１，６６４

△２２２，７５９

５４，２５６

△２７７，４９０

１７５，１５５

１，３４５，９８１

１，０５２，９２３

３３，８９７

３１，０６２

△８，１８６

△６９．３

７８．２

２５０，０００

△１７９，０００

０

△１８０，０００

－

－

－

－

－

５０％

－

－

－

５３％

６７％

７９％

１００％

７９％

－

１１８％

１５９，５５７

△１５６，２９０

０

△１５６，７６５

９２，５５９

９０４，６１３

８３５，７８７

３３，８９７

２４，６５７

△４，６２５

△９８．０

９２．４
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Ⅰ-２．業績推移 株式会社ＤＮＡチップ研究所

経常利益

商品販売事業売上

研究受託事業売上

経常利益

百万円

売上高

経常利益

2008年第2

四半期累計実績
2009年3月期

実績
2009年第2

四半期累計予算
2009年第2

四半期累計実推

2010年3月期
計画

３２１．７

８７３．０

２５０．０

１５９．６

８００．０

▲２２２．８

▲２７９．1

▲1７９．０ ▲１５６．３ ▲１４９．０

７３%

６４%

３６% ６０%

５９%

４１%

６３%４０%

３７%

２７%
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Ⅰ-４．第２四半期累計業績詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．研究受託事業は実質的にほぼ予算どおりの売上高達成
２．商品販売事業は一部の売上が第３四半期以降にシフトしたため、売上高未達
３．営業損失についてはほぼ予算どおり

商品販売(150)

研究受託(100)

売上予算
(250)

売上実績
(160)

売上総利益（粗利）

(36)

営業損失実績

(159）

売上原価(124)

(195）

２
０
０
９
年
第
２
四
半
期
累
計

３億円

２億円

１億円

－１億円

－２億円

０
研究受託(101)

商品販売(59)
研究開発投資
＋一般管理費

営業損失予算

(180)

*1

(*1) ： 商品販売の消耗品売上のうち、受託解析
部分を研究受託売上とした場合の値
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-４．事業区分別売上高実推

売上高が159.6百万円と、対予想値比64%、対前年度比50%と低い値となっているが、これは顧客事情により受注済み
のＳｏｌｅｘａ試薬の売上が第3四半期以降にシフトしたことによる結果であり、実質的には対前年度並みの実績を確保し
ている。

【研究受託事業】（説明１）

研究受託事業の受託解析とゲノム医学解析の売上が前年度比大幅に伸びている。なお、汎用チップ売上のうち

実質的に研究受託事業に対応する部分（11百万円）は、受託解析及びゲノム医学解析の売上に加えてある。

【商品販売事業－汎用チップ・試薬】（説明２）

汎用チップ・試薬は実質的な売上が16.4百万円と前年度の34％となっているが、受注額は184百万円である。
その内訳は、Ｓｏｌｅｘａ等のシーケンサー向け試薬販売が95％を占めている。

１４０％

１２％１８.９１２％３７.６公募関連

４０％２５％３７％５８.８７３％２３４.９計

１１６％６３％１００.８２７％８６.８計

２１％２５％３９.５１％１８６.３機器・システム

－％３％４.５

４３.１一般（受託解析）

ＭａｍｍａＰｒｉｎｔ

汎用チップ・試薬

－％２％２.９５７％０.０

５０％１００％１５９.６１００％３２１.７合 計

（説明２）

（説明
１）

３４％１０％１６.４１５％４８.６

商品販売
事業

５０％

研究受託
事業

売上高比率売上高

対前年

比（％）

2009年第2四半期累計2008年第2四半期
項 目

（金額単位：百万円）

診断サービス ０.０ ０％

１３％ ６０.２ ３８％

ゲノム医学解析 １７.３６.２ ２％ １１％ ２７９％

比率 予算

対予算

比（％）

１４８.３

１０１.７

２５０.０

９９％

６４％

備考

注残：
５９

注残：
１７３
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Ⅰ-５．２０１０年３月期業績計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

■ 売上高 ： 研究受託事業 （１）アジレントのマイクロアレイを核にした大学研究機関、製薬会社等からの受注確保
（３１３百万円 → ４５９百万円） （２）ＲＮＡチェックを用いた食品会社等への提案営業による大口受託解析の受注確保

（３）ゲノム解析よる臨床研究者及び大学、研究所からの受託解析サービス確保
（４）ＲＮＡチェックによる総合診断支援サービス事業の開始

商品販売事業 （１）MammaPrint等診断ツール販売の促進（２．６百万円 → ２８．９百万円）

（５６０百万円 → ３４１百万円） （２）次世代シーケンサー・データ解析

■ 営業利益 ： 受託解析サービス売上増加（売上高比率：３６％ → ５７％）による人件費等の固定費回収増

総合診断支援サービス事業開始に伴う研究開発投資額の減少（前年度比６１％）
■ 研究開発投資 ： 【２０１０年３月期主な研究開発投資内容】

（１）ＲＮＡチェックによるリウマチ薬剤効果診断エンハンス、大腸癌診断技術の開発
（２）疲労関連へのＲＮＡチェックの適用

１６１％１０，０００６，２００設備投資（千円）

－－－経常利益率（％）

－－－営業利益率（％）

６１％１５０，０００２４７，５２３研究開発投資（千円）

－△１５０，０００△３３９，２３８当期純利益（千円）

－△１４９，０００△２７９，１０２経常利益（千円）

－△１５０，０００△２８８，３８６営業利益（千円）

９２％８００，０００８７２，９６７売上高（千円）

対前年度比２０１０年３月期
計画

２００９年３月期
実績項 目

（対前年度比較）
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Ⅰ-６．2010年3月期業績計画の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．研究受託事業（受託サービス、ゲノム医学解析）売上増による収益構造の改善
■ 人件費等固定費の回収効率向上による研究開発投資負担の減少

２．第3、第4四半期の累計営業損益は小額ながら黒字を予算化

売上高
(160)

売上高

(640)

売上高

（800）

営業損失

(150)

・研
究
受
託
事
業
の
売
上
高
に
占
め

る
割
合
が
増
加

研
究
受
託
事
業
＝
５
７
％

商
品
販
売
事
業
＝
４
３
％

２
０
１
０
年
３
月
期

８億円

６億円

－２億円

０

２億円

４億円

第2四半期
累計実績

第3四半期、
第4四半期予算

2010年3月期計画

商品販売(282)

研究受託(358)

商品販売(341)

研究受託(459)

営業損失(159)

営業利益

(9)
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．2010年3月期業績改善施策
の実施状況と今後の対策
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Ⅱ-１．業績改善プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

「業績改善」推進プラン

Ⅰ．受託解析サービス事業の拡大

Ⅱ．ＲＮＡチェック事業化推進

Ⅲ．診断ツール事業の推進

収益構造の改革

業績改善（2011年3月期黒字化目標）
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Ⅱ-２．第2四半期迄の具体的推進ﾌﾟﾗﾝの
達成状況 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．受託解析サービス事業の拡大

３． 診断ツール事業の推進（アライアンス拡充）

２． RNAチェックの事業化推進

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 第2四半期累計達成状況

１ リピート顧客フォローの充実と紹介・口コミ営業の強化 定期的な情報伝達の実施、受注の約7割がリピート顧客

２ ゲノム医学解析とアジレント受託事業の顧客一体化 複数の公立研究機関から受注

３ 新規受注メニューの充実及び情報解析受託の強化 微量ｻﾝﾌﾟﾙ、ﾀﾝﾊﾟｸ質間相互作用の統合解析のﾒﾆｭｰ化

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 第2四半期累計達成状況

１ リウマチ総合診断支援サービスの拡販と先進医療化推進 厚生省ﾘｳﾏﾁ研究班（5大学）による前向き試験実施

２ 新規受注メニューの充実及び情報解析受託の強化

・研究開発強化によるリウマチ診断コンテンツの拡充

・大腸癌予後予測チップの性能実証実験推進

・疲労チェック・チップの開発

・多剤効果（ｴﾀﾈﾙｾﾌﾟﾄ、ﾄｼﾘｽﾞﾏﾌﾞ）予測判定推進中

・Ｈ21年度ＮＥＤＯ公募に提案し採択

・論文化実施済み。Ｈ21年度ＪＳＴ公募採択

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 第2四半期累計達成状況

１ 拠点病院の拡大及び患者側アプローチの充実による
MammaPrintの拡販

拠点病院 ： 順天堂病院ほか2サイト開拓

患者向けパンフレット作成（患者からの受注：5件）

２ 新たな診断ツールの導入 導入検討中
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Ⅱ-３．第3、第4四半期の具体的推進計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．受託解析サービス事業の拡大

■ リピート顧客フォローの充実と紹介・口コミ営業の強化（継続実施）

■ 食品企業、動物検査企業等ターゲットを具体的に絞った提案営業の推進

■ 1～2解析といった少ないサンプルへの対応による顧客層の拡大推進

３． 診断ツール事業の推進（MammaPrint事業の強化）

■ 新規医療機関への集中アプローチ（10病院）と患者団体（約100サイト）へのアプローチ

■ 保険収載化を目指したプロジェクトの立ち上げ

２． RNAチェックの事業化推進

■ リウマチ総合診断支援サービス → 埼玉医科大学、慶応大学の拠点サイト化

先進医療化までの自由診療としてのサービス開始

■ 産学連携によるＲＮＡチェック・メニューの充実（公募提案による研究開発推進）

・多剤効果予測判定の推進 → エタネルセプト効果予測の事業化

・個別化医療のための大腸癌転移予測診断ｼｽﾃﾑの実用化開発 (ＮＥＤＯ採択事業)推進

第3四半期、第4四半期における重点推進施策は次の通りである
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Ⅱ-４．第3、第4四半期の事業別売上比率 株式会社ＤＮＡチップ研究所

研究受託事業
（５６％）

商品販売事業
（４４％）

研究受託

受託解析サービス

公募

アジレント受託解析

汎用チップ販売 チップ／試薬販売

診断ツール販売 MammaPrint

機器・ソフトウェア バイオ機器、ソフト

公的機関へのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ提案→2件採択

・メチレーションアレイ実験解析サービス
・miRNA発現実験解析サービス
・遺伝子発現実験解析サービス
・アレイCGH実験解析サービス

・微量化等新規メニュー、抗体アレイ作成等

・SNP解析
・CNV解析

膨大なチップの数値化データから、統計的な
解析により、データ抽出を行う

・ハイブリ先生(学校向け遺伝子実験教材）
・AceGene、３D-Gene等汎用チップ
・Solexa用試薬

・乳癌のRNAによる予後予測診断ツール

・アジレント社スキャナー他

事業区分 製品説明 詳細内容 比率

２０％

９％

１８％

２％

２６％

４％

７％

ジェノタイピングから臨床遺伝統計解析ま
でワンストップのゲノム医学解析

遺伝子の働きを観察し、
専門家のコメントをつ
けて提供する、遺伝子
解析検査サービス

統計解析、その他

新規受託メニュー

ＲＮＡチェック

サービス

ゲノム医学解析

高速シーケンサー
解析

Solexaデータ解析等 ･イルミナ社製超高速シーケンサー等の
情報解析

７％

関節リウマチ患者の生物学的製剤の薬効
サービス

７％
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Ⅲ．健康クリニック事業の展開について
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健康クリニック事業の展開について
１．総合診断支援サービス事業概要
２．診断支援サービス事業戦略
３．診断支援サービス事業計画

① RheumaChipによる薬剤効果予測法
② RheumaChipによる薬剤効果予測サービスの流れ
③ リウマチ総合診断支援サービスが目指す診断モデル
④ リウマチ薬剤効果予測ーα テストの成果報告
⑤ リウマチ薬剤効果予測ー診断レポート（例）
⑥ リウマチ総合診断支援サービス市場規模・構造
⑦ 乳癌予後予測キットMammaPrint
⑧ 遺伝子検査の現実
⑨ 大腸癌ステージＩＩ異時性転移予測チップ開発

４．新クリニック・ネットワーク（拡販チャネル）構築

MammaPrint：オランダAgendia社乳癌発症リスク診断キット開発、米ＦＤＡ認証済
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１．総合診断支援サービス事業概要

総合診断支援サービス ：特徴はＲＮＡチェック（遺伝子発現情報）を付加した診断サービス

－遺伝子技術で自己免疫疾患・生活習慣病関連・癌の早期診断と予防がテーマ－

Ｉ．３大狙い目市場を焦点化し診断チップの開発：個人化医療ツール

ＩＩ．遺伝子解析技術を応用した「健康クリニック事業」の早期立ち上げ及び推進

従来検査項目に、遺伝子発現データ、情報を付加し、専門医師のコメントを追記した総合診断レポートの提供など

過食

運動不足

高脂血症

高血糖

高血圧

心・血管疾患 脳梗塞

自己免疫疾患

ストレス

偏食・間食
大量飲酒

働き過ぎ
喫煙

3,000万人

1,400万人

2,300万人

潜在患者

＜快楽習慣＞

癌

リウマチ遺伝形質

＜体質＞
1,470万人

リウマチ

癌

300万人

70+万人

糖尿病

乳癌･大腸癌・神経膠腫

35万人

疲労

残業疲労・うつ病

未
病
社
会
の
実
現

１．薬剤効果判定 （リウマチ）
２．転移・再発予後予測 （乳癌・大腸癌・神経膠腫）
３．病態予測（健康モニタリング） （糖尿病・疲労・うつ病）
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２．診断支援サービス事業戦略

リウマチ：
・インフリキシマブ効果判定前向き試験終了（論文化・特許申請）

・インフリキシマブ効果判定自由診療サービス開始
・インフリキシマブ効果判定多施設前向き試験開始

・高度先進医療化準備（埼玉医大・慶應大）

・サービスクリニックサイト拡充
・エタネルセプト・トシリズマブ・ＭＴＸ用マーカー絞込
・関節リウマチ病態マーカー絞込

マーカー絞込み
論文・特許化

クリニック自由診療サービス開始
大学等病院での高度先進医療化
民間保険との連携

厚生労働省申請
保険収載化

治験
総合診断サービス拡充

前向き試験
診断サービスモデルの構築

リウマチ

乳癌

大腸癌

神経膠腫

慶應大・埼玉医大・和歌山医大等

順天堂大・聖路加・四ツ谷キューブ・大阪府立成人病センター等

大阪大等

京都大等

乳癌（MammaPrint）：
・日本人適応症例研究の発表（大阪府立成人病センター）
・拠点病院の拡充
・高度先進医療化準備（順天堂大・国立がんセンター）

大腸癌：
・ステージII 転移予測マーカー絞込(診断チップ作製）

・論文化及び特許申請

神経膠腫： （ＰＣＲ）
・予後予測マーカー絞込
・論文化及び特許申請

サービス開始

サービス開始

研究 開発 事業化 産業化
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３．診断支援サービス事業計画

2008/4 2009/4                         2010/4                         2011/4                  2012/4

乳癌予後予測（MammaPrint）サービス

リウマチ薬剤効果判定
サービス

Agendia社再契約

診断サービス事業

事業化準備（αテスト） 総合診断サービス開始

4/1:リウマチ：サービスイン

１

I．開発計画

Ⅱ．販売計画：

新規薬剤効果判定2件追加

診断キット

（継続）

（継続）

（継続）

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

600

300

150

０

M¥

年

ﾘｳﾏﾁ

大腸癌
神経膠腫

3/1:αテスト βテスト

MammaPrint

先進医療化

大腸癌転移予測サービス
神経膠腫予後予測サービス

コンテンツ確定・論文化・特許化
事業化準備（αテスト・先進医療化) 診断キット

ﾘｳﾏﾁ

薬剤充実
（追加サービス）

2.6
●

52
●

217
●

458
●

645
●

ﾘｳﾏﾁ
100件／月

ガイドライン化

現在

多施設試験（βテスト）

日本人症例
データ発表
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① RheumaChipによる薬剤効果予測法

イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
投
与

＋
診
察

採
血

初
回
投
与

２
週
後

６
週
後

14
週
後

22
週
後

3回目以降は8週おき

。。。。。。
54
週
後

０
週

２
週
後

22
週
後

54
週
後

14
週
後

①サンプリング

＜実施プロトコール＞
「0週(生物製剤投与直前)の採血により、14週後の効果予測実施する」

１４週以降の投薬方針を検討

③レポート返却

（遺伝子解析法：ＲＮＡチェックＴＭ 法）

：RNAチェック解析

②

1 2 3回

④効果予測

薬効あり→
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② RheumaChipによる薬剤効果予測サービスの流れ

臨床データ
選定システム

①診察
採血

③採血サンプル

④RNA

⑤RNA解析

受診者

（ＲＮＡ精製）

⑩
「 RNAチェック

レポート」

②臨床情報

（クリニック・病院）

クリニック（外来）

解析センター

（ＤＮＡチップ研）

⑪医師診断

外部委託

注）RNAチェック：商標登録中
ビジネスモデル特許申請中

血液フロー 情報フロー

プロジェクト実行委員会：委員長＝竹内勤 慶應大学医学部教授

情報フロー（一時的）

（解析結果に
基づく投薬）

（匿名化システム）

②③匿名化

契約医師
（竹内教授）

⑥
RNA

チェック
データ

⑦
・解析結果
・臨床情報

⑧
契約医師
コメント

ＲＮＡチェックＤＢ

匿名化済

（慶応大学）

RNAチェック
サービス
総合管理
システム

⑨患者情報連結

クリニック
支援チーム

外来担当医師
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③ リウマチ総合診断支援サービスが目指す診断モデル
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④リウマチ薬剤効果予測ーαテストの成果報告

臨床情報 閾値 TP FP TN FN 有効正解率（ＰＰＶ）
ＡＣＲ 50 14 17 14 10 45.20%
ＣＲＰ 0.3 23 9 12 12 71.90%

ＥＵＬＡＲ Good,Moderate vs Poor 32 7 3 14 82.10%
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判別式1

判別式2

判別式3

判別式4

判別式１の遺伝子セット（例）

判別式2の遺伝子セット（例）

判別式3の遺伝子セット（例）

判別式4の遺伝子セット（例）

患者Aの検査結果

● ＝患者Aの位置

●

●

●

●

基礎データ検体の分布
● ＝薬効あり
● ＝薬効なし

注） 判別式の土台は基礎データセット（＝学習セット）である。
土台となる前提条件を変えて、それぞれの精度を検証

VS.

VS.

VS.

⑤リウマチ薬剤効果予測ー診断レポート（例）
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⑥リウマチ総合診断支援サービス
市場規模・構造
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⑦ 乳癌予後予測キットMammaPrint

・乳癌患者の25％が再発
・現実には、75% 以上の患者が化学療法を受ける
・つまり、50％の患者が化学療法を受けなくてもよい

Courtesy: Martine Piccart

48%

25%

15%

4%
8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

NONE CMFx6 ACx4 TAM OTHER

61歳
閉経後
リンパ節転移なし
腫瘍径 0.9cm 

乳管癌
ER 陰性
PR 陰性
HER2 陰性
グレード２

症例
治療法選択

さまざま

世界の40名の医師に聞きました。

予
後
曲
線
が
よ
り
明
確
に

遺
伝
子
発
現
情
報
か
ら
予
後
予
測
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⑧ 遺伝子検査の現実ーいずれも自由診療ー
遺伝子検査

項目
対象 取扱企業 定価

BRCA1
BRCA2
遺伝子の変異

家族性
罹患しやすさ

株式会社ファルコバ
イオシステムズ（京都
市）

38万円
血縁者は6万円

OncoType DX
遺伝子発現

タモキシフェン（ホル
モン療法）の有効性
予後予測

株式会社SRL 45万円

MammaPrint
遺伝子発現

予後予測（術後療
法の検討）

株式会社DNAチップ
研究所（横浜市）

38万円

2009年3月 ザンクトガレン会議（早期乳がん治療法サミット）

（MammaPrintのような）分子機能解析ツールは、術後化学療法を実施するかしないかを決定するに
際し、（特にER+症例において）病理検査と同等に有用な検査であり、最適に管理された環境の中で
実施されるべきである。

2009年7月 日本乳癌学会、 2009年10月 NCCN/JCCNB Seminar in Japan

大阪府立成人病センターから、日本人の症例について報告。NPVは100%の正解率。

厚労省（2007年7月）健康保険適応 一律2000点（2万円）上限

１．健康保険適用
２．癌民間保健での全額払い戻し制度採用促進
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大腸癌生存率と関西消化器癌コンソーシアム(NCT)検体集積状況

II,III期
(5年生存率＝70%)

5年後に殆ど死なない予後良
好群→異時性転移(-)

5年後には原病死している予後
不良群→異時性転移(+)

0

50

100

51 2 3 4

％

年

この時点で予測診断は可能か？

生
存

率

0

30

60

90

120

150

180

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

月間登録数

累積登録数

2
0
0
3
年

6月

2
0
0
3
年

8月

2
0
0
3
年

10
月

2
0
0
3
年

12
月

2
0
0
4
年

2月

2
0
0
4
年

4月

2
0
0
4
年

6月

2
0
0
4
年

8月

2
0
0
4
年

10
月

2
0
0
4
年

12
月

2
0
0
5
年

2月

2
0
0
5
年

4月

2
0
0
5
年

6月

2
0
0
5
年

8月

2
0
0
5
年

10
月

2
0
0
5
年

12
月

2
0
0
6
年

2月

2
0
0
6
年

4月

全疾患集積状況

⑨-1. 大腸癌ステージＩＩ異時性転移予測チップ開発
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テスト（前向き）150サンプルタイルマップ

５５
プローブ

転移無し
と予測

転移有り
と予測

転移無し 転移有り
転移無し 105 12
転移有り 23 10

予測

実際
正診率 ： 77％

ＮＰＶ : 90％

ＰＰＶ : 30％

前向き試験判別結果（Weighted vote法)

⑨-2. 大腸癌ステージＩＩ異時性転移予測チップ開発

NPV: Negative Predict Value
PPV: Positive Predict Value

トレーニングは
150症例
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判別遺伝子を用いたKaplan-Meyer

大腸癌ステージII さらに200症例解析中
高度先進医療化へ準備
H21年度 NEDOイノベーション推進事業採択（～H22年度）

⑨-3. 大腸癌ステージＩＩ異時性転移予測チップ開発

CCDP0201562
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４．新クリニック・ネットワーク（拡販チャネル）構築
＜クリニック・ゲリラビジネス・モデル＞

クリニック・大学病院等

検査会社

㈱DNAチップ研究所

サービス開発会社

①契約・依頼

②サンプル搬送要請

③サンプル引取り

④核酸搬送⑤解析レポート提出

⑥診断レポート提出

研究開発会社

大学研究室（アライアンス）

クリニック・ビジネス・ネットワーク
（仮称NPO法人）



3232

Ⅳ．バイオ環境と当社の方向性
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２００３年以降のいわゆる
ポストゲノムからニューバイオへ

・ヒトの全ゲノム（遺伝子）塩基配列・全変異・全遺伝子

の発現・全タンパク構造等標準データの蓄積

（組織、発達、癌、病気，創薬などに活用）

・高速シークエンサー，高速発現解析、グーグルマップ様
全細胞解析、機能のネットワーク

（個々人情報の記載へ）

Ⅳ-１．ポストゲノムからニューバイオ 株式会社ＤＮＡチップ研究所



3434

社会のニーズ

• バイオ・夢の創薬・夢の治療
（ヒトを対象）

• ニューバイオによりヒトではなく個々人が対象

• 未病社会：医師は病気対応に加えて健康指導

Ⅳ-２．社会のニーズ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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企業としての姿勢

• ハイレベルの技術とコンセプトを活かし、しか
も企業として成り立たせてゆく

• 独自技術による発現解析、ＣＮＶ解析、個人
化未病社会に必須の診断サービスを追求

• スリム化、差別化、共同研究・共同開発

• 研究開発と赤字体質について

Ⅳ-３．企業としての姿勢 株式会社ＤＮＡチップ研究所


